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先
打
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
硴
定
小
告
の
無
料
相
談
も
後
半
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
無
料
相
談
は
、
大
阪
合
同
税
理
士
会
奈
良
部
会
と
当
所
の
合
同
で
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
五
日
現
在
相
馨
は
一
日
平
均
三
十
件
、
墾
五
二
0
件
を
数
え

て
い
ま
す
。

同
相
談
は
十
五
日
ま
で
実
施
し
て
し
ま
す
が
、
小
告
H
ま
ぢ
か
に
な
る
と
相
談

者
が
増
え
、
窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と
が
煮
さ
れ
主
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
、

ど
来
所
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
船
、
相
談
を
受
け
に
こ
ら
れ
る
力
の
な
か
に
圭
=
類
の
不
備
が
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
青
色
申
告
の
方
は
,
空
・
什
入
れ
経
費
の
各
集
計
"
並
ひ
に
,
国
民
年
金

・
健
康
保
健
等
の
金
麺
を
お
出
し
に
な
っ
六
う
え
、
ご
来
所
下
さ
る
よ
う
重
ね

て
お
願
い
致
し
ま
す
。
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低
迷
を
銑
け
る
我
が
国
羅
済
1
地
元
経
済
界
で
も
か
か
え

る
難
梨
山
積
み
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
時
朔
に
あ
た
り
当
所
で
は
、
皿
荏
創
産
政
獅
次
官
の
来

径
よ
り
議
員
懇
談
会
を
開
催
す
る
機
会
を
も
っ
た
。

懇
蕗
は
大
森
会
頭
,
上
田
・
系
・
小
林
各
副
会
頭
は
じ

め
議
員
四
十
名
の
出
席
に
ょ
り
二
刀
七
H
、
奈
良
ホ
テ
ル
別
館

に
お
い
て
午
後
二
時
す
ぎ
ょ
り
始
ま
っ
た
。

冒
頭
、
鐙
に
立
っ
女
住
政
要
官
は
、
命
度
予
算
に

ふ
れ
「
需
を
統
け
る
経
済
に
対
し
、
景
気
浮
揚
策
(
通
零

関
係
で
は
公
共
投
資
、
住
宅
等
の
子
算
に
力
を
入
れ
民
閻
設
備

芋

ユ

f

一
=
Y
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三

二

一
'

/
 
U
、
ノ
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匡

y

開
拓
に
ど
ぅ
対
処
す
る
か
。
②
現
在
当
所
に
お
い
て
推
進
し
て

い
る
卸
団
地
建
設
に
対
す
る
融
資
補
助
に
つ
い
て
。
③
日
本
陶

芸
協
会
の
定
款
変
更
中
剪
遅
池
つ
い
て
。
な
ど
二
、
三
の

具
体
的
な
質
闇
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
日
黒
住
徐
官
よ
り
①
に
関
し
て
は
外
資

系
企
業
の
幹
部
を
呼
び
注
意
を
促
す
。
②
に
つ
い
て
は
財
政
悪

化
の
折
で
も
あ
り
融
資
額
を
減
額
さ
れ
な
い
よ
う
要
望
す
べ
き

で
あ
る
。
③
に
関
し
て
は
同
協
会
中
央
会
を
呼
出
し
、
醐
嗣
の

促
進
を
は
か
り
た
い
ー

以
上
の
よ
う
な
回
祭
得
ら
れ
、
早
速
当
事
者
に
伝
え
ら
れ

た
。
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昭
和
五
十
一
年
度
の
事
業
高
、
予
符
の
了
承
を
求
め
る

ψ
謡
員
会
が
去
る
二
月
二
十
四
日
、
鄭
五
階
ホ
ー
ル
に
船
い

て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
上
田
・
安
藤
・
小
林
各
副
会
頭
は
じ
め
十
二
名
の
常

議
員
の
出
席
に
ょ
り
午
後
'
す
ぎ
ょ
り
始
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
傷
局
よ
り
誇
概
器
ひ
に
会
館
建
設
募
金
状
況

に
つ
い
て
概
要
轡
が
あ
り
、
引
嘉
き
協
県
項
に
入
っ

た
。議

案
と
し
て
①
昭
利
五
十
一
年
度
事
業
計
画
(
案
)
②
一
般

)2(

会
費
改
訂
(
実
)
③
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
収
支
予
昇
(

築
)
④
豐
五
十
一
卸
度
会
館
器
盆
(
牲
劉
計
)
収
支

硫
(
案
)
⑤
昭
和
五
十
一
年
皮
中
小
企
希
僻
(
衡
会

計
)
収
支
式
(
案
)
の
名
案
靴
出
さ
れ
、
慎
森
議
の
結

果
、
了
承
さ
れ
た
。

な
お
、
器
第
一
号
議
案
か
ら
五
号
運
桑
ま
で
、
来
た
る
三

打
五
日
朋
催
の
議
県
父
ご
拠
出
さ
れ
、
示
認
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
し
る
。

^
^
~
ι
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^
^
^
熊
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ι
1

2

J
一
=
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=

投
資
を
剌
激
す
る
)
を
は
か
り
実
質
成
長
率
五
・
六
%
に
も
っ

て
ゆ
き
た
い
」
ま
た
ヰ
d
介
業
刈
策
と
し
て
「
融
資
額
、
貸
付

規
抄
等
の
拡
大
と
官
系
椛
保
と
の
両
面
に
わ
た
る
厄
策
を
隹

進
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
語
0
た
。
そ
の
他
、
非
鉄
金
属
、
石
油

備
黙
、
工
業
用
水
笄
に
関
す
る
隣
お
再
倹
討
を
す
る
必
票

あ
る
、
と
し
た
。

引
き
胤
ミ
当
血
す
る
態
に
つ
い
て
、
出
怜
議
員
と
政
務

泳
官
と
の
質
疑
魯
に
入
っ
た
。

r
揺
内
会
は
、
巾
小
企
ぎ
関
し
た
製
で
付
加
価
値
税
の

新
壁
対
す
る
配
慮
、
冬
祁
融
資
対
策
の
充
実
な
ど
、
こ
れ
ら

を
介
め
た
政
府
の
裁
極
的
な
景
気
対
策
に
集
中
し
た
。

こ
の
ほ
力
U
Ⅷ
脂
業
界
に
浦
け
る
外
資
系
の
無
秩
庁
な
市
場

、
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i
!
上
昇
率
大
幅
低
下
対
卯
年
度
比
 
i
-

f
・

倒
産
<
ル
業
の
増
大
・
就
職
難
・
:
・
・
・
と
ま
す
ま
す
不
況
色
の
様

相
章
し
つ
つ
ぁ
る
な
か
、
今
年
度
の
初
任
給
湘
査
の
概
要
が

主
と
主
っ
た
。

同
朋
査
は
、
史
耐
か
各
企
業
の
貨
金
管
器
び
に
求
人
に
対

す
る
基
礎
資
料
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
午
災
施
L
て
い
る

も
の
。概

要
を
み
る
と
、
や
は
り
上
昇
率
は
の
き
な
み
低
下
の
傾
向

を
示
し
'
校
卒
を
例
に
と
る
と
、
昨
年
の
上
昇
率
三
%
t

二
四
%
(
一
四
九
0
0
円
t
一
七
、
 
0
0
0
円
)
に
対
し
同

率
三
%
t
七
・
五
%
(
二
、
三
0
0
円
1
五
 
0
0
0
円
)
と

大
幅
な
落
ち
込
み
を
み
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
昨
年
前
ま
で
の
、
求
人
難
に
対
す
る
企
業
の
姿

勢
か
、
不
況
に
ょ
る
影
粋
で
低
位
安
定
経
済
へ
移
行
し
つ
つ
ぁ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
詞
鑾
は
任
菰
出
法
に
ょ
る
奈
良
市
内
事
読
三

C
0
社
を
対
象
に
、
昨
年
十
二
月
を
調
査
時
点
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
(
回
答
事
券
六
0
社
・
回
答
率
二
0
%
)

同
謁
査
は
手
採
用
状
況
に
ふ
れ
、
駅
和
五
十
年
三
月
卒
の

状
況
は
「
採
用
L
た
」
が
四
十
社
、
「
採
用
希
望
だ
っ
た
が
出

来
な
か
っ
た
」
が
三
社
、
「
採
用
し
な
か
っ
た
」
が
十
七
社
と

な
っ
て
い
る
。
う
ち
「
採
用
希
望
だ
っ
た
が
出
来
な
か
っ
た
し

理
由
に
つ
い
て
「
璽
京
な
か
っ
た
L
 
「
中
孫
用
の
み
採

用
し
た
」
と
す
る
の
が
六
六
・
六
%
と
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
「
採
用
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
「

欠
貝
な
し
」
五
0
%
、
「
泰
し
な
か
0
た
」
十
二
・
五
%
、

「
中
途
採
用
」
六
・
三
%
「
先
行
見
込
が
未
定
の
為
」
六
・
三

%
「
そ
の
他
」
二
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。

職
種
別
初
任
給
の
中
学
卒
を
見
る
と
、
男
子
全
職
種
平
均
で

六
八
、
六
六
八
円
で
最
高
額
は
七
二
、
 
0
-
0
円
、
最
低
額
六

五
、
 
0
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。
同
女
子
に
つ
い
て
は
平
均
六

ハ
、
三
四
門
、
最
高
額
七
Q
 
0
七
0
門
、
妓
低
額
六
七
、

0
0
0
円
。

寝
卒
の
場
合
、
男
玉
職
種
平
均
で
七
四
四
三
八
門

う
ち
璽
職
平
均
七
六
、
六
九
四
円
、
器
職
七
四
六
四
六

円
、
幕
職
は
七
一
、
四
四
二
円
、
全
職
種
を
通
じ
て
の
需

額
は
事
務
職
の
八
七
、
 
0
0
0
円
、
最
低
額
は
六
0
、
 
0
0
0

円
。
(
表
・
参
照
)

女
子
は
全
職
種
平
均
七
四
、
三
九
七
円
、
作
業
職
七
六
、
ニ

四
一
円
、
町
務
職
七
三
、
七
六
七
円
と
な
っ
て
い
る
。

(

大
学
卒
に
つ
い
て
み
る
と
、
男
子
全
郡
平
均
は
九
三
、
一

六
0
円
、
事
務
職
平
均
は
九
四
 
0
四
0
門
技
術
職
は
八

九
、
五
九
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
最
高
額
三
 
Q
 
O
0
0

円
、
最
低
額
は
八
一
气
 
0
0
0
円
。
同
女
子
の
場
合
平
均
八

七
、
八
六
0
円
、
最
高
額
は
-
 
0
六
、
ニ
ハ
0
円
、
最
低
額
は

七
九
四
0
0
円
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
か
ら
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
全
学
卒
を
通
じ
、
上
昇
卒
は
低
下
を
み
せ
、
特
に
大
学
卒
の

場
会
に
大
き
く
現
わ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
上
昇
率
一
%
1
六

%
(
一
、
五
0
0
円
?
五
五
0
0
円
)
は
昨
年
度
(
一
孟
%

1
三
四
%
、
ニ
ニ
、
五
0
0
円
t
二
九
、
九
0
0
円
)
と
比
べ

問
題
に
な
ら
な
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。

系
閻
別
の
格
差
を
み
る
と
、
大
卒
男
子
の
場
貪
最
高
額

三
0
、
 
0
0
0
円
に
対
し
最
低
類
は
八
三
、
 
0
0
0
円
で
そ

の
差
は
二
七
、
 
0
0
0
円
(
昨
年
四
Q
 
O
0
0
円
)
、
高
校

卒
は
同
八
七
0
、
 
0
0
円
・
六
、
 
0
0
0
円
で
あ
り
差
額
は
二

七
、
 
0
0
0
円
(
昨
年
三
七
、
 
0
0
0
円
)
と
な
っ
て
お
り
、

当
調
査
に
関
す
る
限
り
、
徐
ん
に
狭
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ノ

ι

会

年

,

キ

庫

女

、

軸

↑

鳥
、
]

/

0
-
⑪

'
'

子

5

「
/

建
霊
亀

高

キ

/

3

ト
御

゛
一
」

男

00

00

ー
」

師

暫

一/

"
一
一

ー
」

一

ノ

/

山引

1

,
ヰ
峰

ー
/

ゴ
』
 
J
」

を
/
ヨ

"
↓
,

」

ノ

ノ

賢
轟
工

/

先
"
躍
キ
星

i

第90号 (第三種郵便物認可) 奈良

,艮割

曼諏瑛

議所

軍凡罪

叢蔓別柳仟給

?拘伺

犀真辱

凡景暖

厚巨類

7Tニユ1

亨轟重

ノ

."卓

急1昌ユ0

量需皐

邑0000

量曇晶

7島'10

単

ヰ先轟

戸七

札妻壷厚鵬黒睦勤顎

'旦000 1'叩00,即00

且54コ0

旨虜■

,1目"

-0000

含5/1ヨ 0

'0000

茎 最区●

巨0二00

/

〒"ぎ

,丘00"

H

卓嘉頓

'0000

フ'ι00

量量無

,5000

71」13

゛"融

59000

i7仙00

卓000肌

畳高季

55'塁5

'0000

是航●

'嘉150

1ι'匂4

,生畢顎

71ユ丁0

フ,000

}'コ0C0 1 气0四 00

昭和51年3月10日(毎月1回10日発行)

5玉J17

51

偶5■二0

フ'●00

7●'●'

70600

享葺験

ノ} 5 」■ J ●

●7」00

5風4尋,

旦7000

マ1』.:

フ'ι00

言0000

註明寂

7且7'0

50000

フ'コ51

'no0日

祚壷煮

,1皿00

1塁霊言馬

,二ι)00

与0

',1 25

5区6

71245

"ε→コ0

5豊000

舌畢,500

亭瓢哩

0

'」000

'0000

,5000

50000

'3■ユ0

'之000

11目0,

ち鳳ono

腫如騒

5'1'?

フ'二00

具0000

●才島00

テー、

'里舌00

'0000

5 '」 42

暑7■00

3且000

作提騒

7了1乱鼻'

5!kl'フ

30000

7 皇05'

? 2000

75Ⅷ00

',

!'ε000

4,■0,

5401ε

鳳7000

4'400 4」440

●務肇

卓7000

↑一

5'000

40000

了6●00

5艦000

70000

.息7'0

153421

4 1.400

4140Ⅱ

蛙'薫

54000

5 '000

フ'■00

4,」50

'」400

,'241

,空000

4'400

5'000

514ι■

●5{30月7000

70-11 貞ODO0

51000

'3,,コ

●1400

72000

71?吐?

55,●0

4与000

フ'100

5●,具50

'4" T

'1000

'5000

'喜000

フ」●02

47」00

'5000

畢コ000

与亘1霊5

'U,'

3 EO 00

昏矗き00

邑7000

60000

50000

,0000

5き000

4,●31

,閲00

'0000

5゛'03

占尋000 'ι.■00

4" 00

72000

53J95

Tユ000

55」02

41"'00

ースニユ

'0 キ

" 200



昭
和
肌
年
度
の
経
済
見
通
し
と

経
済
運
営
の
基
本
的
態
度

一
、
昭
和
五
十
年
度
の
経
済
惰
勢

^
^
^
^
^
^
^
の
^
^
^
^
に
ょ
り
、
^
^
^
^
^
は

物
価
高
騰
と
国
祭
収
支
の
大
昭
赤
字
と
V
う
困
鄭
な
*
態
に

凱
批
し
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
建
契
抑
制
策
を
は
じ
め

と
す
る
各
般
の
措
艦
を
・
災
施
L
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
謠
施

策
の
結
果
、
物
価
は
鋏
靜
化
の
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
り
国

際
収
支
面
で
、
改
善
が
み
ら
れ
た
。
一
方
、
景
気
は
、
昭
和

五
十
念
に
・
底
入
れ
し
た
も
の
四
世
界
経
済
の
煮
外
の

停
滞
に
ょ
る
翰
出
の
不
振
及
び
設
備
投
資
の
減
少
に
ょ
っ
て

最
終
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、
"
麦
の
回
復
力
翁

い
状
態
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
し
、
政
府
は
二
凡
三
凡
六
打

の
三
徐
に
わ
九
る
景
気
対
策
に
加
え
九
打
に
は
物
価
の
爰
定

化
を
ふ
ま
え
、
景
気
の
着
実
な
回
復
と
雇
用
の
安
定
を
図
る

た
め
、
第
四
汰
の
総
合
的
条
好
策
を
決
定
し
た
。
対
策

効
果
の
浸
透
に
は
若
干
の
遅
れ
が
み
ら
れ
、
雇
用
面
等
に
船

V
て
厳
し
い
情
勢
が
統
い
て
い
る
も
の
の
、
今
後
対
策
の
実

行
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
に
ょ
り
条
気
は
汰
第
に
回
復
し
て

い
く
、
の
と
翔
待
さ
れ
る
。

こ
の
輩
、
昭
和
五
十
年
度
の
国
器
生
産
は
一
四
八
兆

七
、
五
0
0
億
円
程
度
、
名
艮
、
実
質
の
成
長
率
は
、
そ
れ

ぞ
れ
九
・
一
%
、
ニ
・
六
%
程
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
六
鉱
工
業
生
産
は
、
前
年
度
比
で
は
三
・
ハ
%
程
度
の

低
下
が
見
込
ま
れ
る
が
、
年
皮
中
の
伸
び
は
十
二
%
侵
と

見
込
ま
れ
る
。

物
価
は
、
雫
而
要
抑
制
策
が
功
を
汽
<
し
、
鋏
静
化
し
て
お

り
、
消
費
岩
物
価
は
十
打
倫
年
同
月
比
九
・
六
%
と
な
っ

た
。
年
度
と
し
て
は
年
度
小
上
昇
*
九
・
九
%
程
度
の
上
昇

に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
六
剣
冗
物
師
よ
、
年
度
寸
上
打
'
鄭
四
;
、
ハ
%
郡
度
の
上

昇
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

せ
^
^
心
斉
^
^
^
タ
の
^

<
刑
出
は

風
際
収
支
面
で
は
、

^
を
一
^
し
た
た
め
、
^
フ
^
但
界
^
一
^
か
^
^
回
^
に
向
っ
て

、
前
年
度
比
四
・
七
%
程
夏
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ

る
0

スユ二

ξ

経
済
企
画

一
力
、
綸
入
は
、
わ
が
国
の
"
颪
の
回
復
に
作
い
、
今
後

増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
内
経
済
活
動
の
停
滞

を
反
映
し
て
、
年
度
前
半
に
大
き
な
落
込
み
を
示
し
元
た

め
、
前
年
度
比
五
・
五
%
程
度
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
0

里

こ
の
結
果
、
貿
易
収
支
は
、
四
十
二
雫
ル
程
度
の

字
、
ま
た
経
叢
支
、
基
常
収
支
は
そ
れ
ぞ
れ
十
七
億
ト

ル
、
三
十
四
億
ド
ル
程
度
の
赤
字
に
な
る
も
の
と
見
込
立
れ

る
。

了j

1

ニ
、
昭
和
五
十
一
,
年
度
の
経
済
運
営
の
基
本

的
態
度

世
外
経
済
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
劣
条
気
後
退
に
み
ま

力
れ
た
が
、
五
十
年
半
ぱ
を
底
に
上
向
き
に
転
じ
つ
つ
ぁ
る
。

フ
メ
リ
カ
は
既
に
着
実
な
回
復
軌
道
に
乗
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ

ツ
.
謠
国
も
謬
の
差
は
あ
れ
、
五
十
一
年
に
は
上
昇
絵
ず

る
も
の
と
見
込
主
れ
る
。

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
我
が
国
経
済
に
と
っ
て
、
石
油
危
機

後
の
い
わ
ゆ
る
経
済
の
調
整
裂
の
仕
上
げ
の
年
で
あ
る
と
と

も
に
、
新
し
い
中
瑚
計
画
の
出
発
1
な
る
年
で
あ
り
、
我
か

国
経
済
を
長
期
安
定
成
長
路
線
に
乗
せ
て
い
く
た
め
に
き
力
め

て
重
要
な
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
誕
の
よ
う
な
岬
羅

済
の
回
条
調
を
背
§
し
て
、
こ
れ
主
で
に
逹
成
さ
れ
た
物

価
の
安
定
傾
向
を
雜
持
し
つ
?
景
気
の
順
調
な
回
復
を
実
現

す
る
こ
と
及
び
中
長
期
的
に
我
が
倒
経
済
が
抱
え
て
い
る
諸
問.

立

題
の
解
決
の
元
め
に
足
か
か
り
を
築
く
こ
と
が
昭
和
五
十
一

1ノ」

度
の
課
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
経
済
運
営
の
第
一
の
偶
枳

は
、
"
麦
の
碧
実
な
回
復
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
九
め
、
経
済
器
の
各
面
を
通
ず
る
努
力
を
払
う
も

の
と
し
、
財
政
に
お
い
て
、
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
状
況

に
即
応
L
う
る
よ
う
そ
の
改
善
合
理
化
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
中

に
あ
っ
て
、
国
民
生
活
の
充
,
災
と
経
済
社
会
の
基
盤
兆
他
役

,
y
つ
公
共
小
業
及
び
住
宅
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
ょ
り
民
闇
需

要
の
増
大
を
図
り
、
"
麦
回
荏
資
す
る
よ
う
配
・
¥
る
も
の

と
す
る

f
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ま
た
資
易
の
拡
大
の
た
め
怜
出
<
瓢
の
拡
寺
之
配
.
¥

る
も
の
と
す
る
。

"
生
一
に
は
、

累
女
の
製
に
と
、
な
っ
て
イ
ン
フ
レ
が
再
燃

す
る
こ
と
ガ
な
い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
卸
売
物
価
に

つ
ぃ
て
峡
む
回
復
の
繰
で
年
度
中
上
昇
譜
・
ハ
%
程

度
の
上
昇
と
た
る
も
の
と
見
込
み
、
き
消
贅
者
物
価
に
つ
い

て
は
、
五
十
年
度
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
五
十
一
年
度
巾
に
は

一
居
の
茶
化
を
凶
り
、
年
度
中
上
弁
災
・
 
0
%
程
度
と
す

る
よ
う
努
め
る
。

公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、
経
営
の
合
理
化
を
す
す
め
↓
{
霊
者

負
担
を
原
則
と
し
、
物
価
動
向
に
も
配
慮
し
つ
つ
そ
の
適
正
化

を
図
る
。

舞
三
に
は
、
新
し
い
計
画
の
初
一
寸
度
と
し
て
、
長
期
的
に
均

衡
の
と
れ
た
発
厩
を
靴
似
す
る
た
め
の
基
盤
を
培
養
す
る
と
と

も
に
、
ひ
き
つ
づ
き
鬮
民
生
活
四
為
と
向
上
を
図
る
た
め
の

施
策
瓢
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

R
期
的
発
屡
の
た
め
の
県
雛
整
伽
と
し
て
は
、
資
泌
エ
ネ
ル

キ
ー
の
女
定
沙
瓢
の
硫
保
を
岡
る
た
め
資
源
エ
ネ
ル
キ
ー
対
策

4
嘉
合
的
発
進
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
条
件
に
適
合
し
た

、
^
四
^
^
"
巳
^
の
候
蚤
と
^
^
^
楡
出
竹
^
貝
^
緋
趣
の
帋
」
^
ヒ
、

ヰ
d
企
兇
の
好
お
安
定
化
の
た
め
の
施
策
の
推
進
、
科
学
技

術
の
振
興
等
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

立
た
食
顎
の
・
,
女
定
心
Y
の
確
n
.
を
凶
る
た
め
、
農
ネ
漁
糸

の
生
産
諺
の
整
備
等
倫
施
策
を
充
実
す
る
も
の
と
す
る
。

国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
社
会
保
陣
に

つ
い
て
負
担
の
適
正
化
を
凶
り
つ
?
そ
の
充
誓
努
め
る
こ

と
と
す
る
。
ま
た
国
民
生
括
の
基
盤
と
な
る
喫
お
整
備
に
努

め
、
さ
ら
に
、
国
土
、
碍
の
保
全
、
安
全
な
生
活
の
確
保
の

た
め
の
諸
施
策
等
を
推
進
す
る
も
の
と
t
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
済
禦
品
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
経
済
と

世
界
羅
済
の
相
互
依
存
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
ぁ
る
現
状

に
鑑
み
、
国
俗
調
の
一
層
の
充
・
譜
努
め
、
貿
易
の
拡
大
、

経
済
協
力
の
張
等
を
通
じ
て
世
界
経
済
全
体
の
発
展
と
黙

の
と
れ
た
経
済
の
成
長
を
め
ざ
す
も
の
と
す
る
。

右
記
名
般
の
政
策
努
力
を
行
う
こ
と
に
ょ
り
、
五
十
一
年
度

は
実
質
成
条
で
五
上
ハ
%
前
後
の
経
済
の
拡
大
を
述
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

右
記
の
よ
う
な
経
済
運
営
の
下
に
お
い
て
、
国
内
経
済
の

見
通
し
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
経
済
活
動

C

ス

は
年
度
を
通
じ
て
順
兇
四
叢
程
を
た
ど
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。細

人
W
支
出
峡
前
年
度
比
三
ブ
七
%
程
度
の
増

1
加
を
示
す
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

民
間
投
資
に
つ
い
て
み
る
と
、
設
備
投
資
は
増
加
に
転

じ
る
も
の
の
増
加
'
軍
は
七
・
0
%
程
度
と
従
米
の
景
気
回

復
儒
に
比
べ
低
い
と
見
込
ま
れ
る
。
ま
九
、
住
宅
投
資

は
前
年
度
に
ひ
き
?
づ
き
一
五
・
三
%
傑
の
垪
加
と
な

り
、
在
庫
投
資
も
二
兆
六
、
 
0
0
0
得
程
度
に
増
加
す

.

る
、
の
と
見
込
ま
れ
る
。

躬
政
血
で
は
、
そ
の
改
誓
合
理
化
を
図
る
一
力
、
国

民
生
活
の
充
実
と
経
済
社
会
の
誠
整
備
に
役
立
つ
公
共

*
業
及
び
仕
宅
に
専
W
羅
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
政
府

の
則
貨
サ
ー
ピ
ス
購
入
は
前
年
度
比
一
三
・
三
%
程
度
の

増
加
に
な
る
、
の
と
見
込
ま
れ
る
。

鉱
工
菜
生
産
は
、
こ
の
よ
う
な
需
要
の
伸
び
に
伴
い
、

径
と
し
て
の
仙
ぴ
は
-
0
・
四
%
程
度
に
な
る
も
の
と

見
込
ま
れ
、
こ
れ
好
応
し
て
稼
勧
希
数
も
年
皮
末
に

は
九
W
度
に
な
る
も
の
と
昌
八
込
ま
れ
る
。
主
た
一
伶
西

で
も
汰
誓
明
る
さ
を
増
し
、
就
業
者
数
需
年
度
比
0

ハ
%
程
度
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

2
 
物
価
に
つ
い
て
は
、
ひ
き
つ
づ
き
落
ち
着
い
た
動
き
を

示
し
、
卸
売
物
価
は
年
度
中
上
昇
率
四
・
ハ
%
程
度
、
消

費
者
物
価
は
年
度
中
上
昇
率
八
・
0
%
程
度
の
上
昇
に
な

る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

②
国
際
収
支
に
つ
い
て
は
、
輸
出
は
、
世
界
貿
易
の
回
復
も

あ
り
、
六
一
七
億
ド
ル
、
前
年
度
比
三
・
0
%
謬
の
増

加
と
な
り
、
他
力
輸
入
も
国
内
経
済
活
動
の
回
復
か
ら
五
七

七
億
ド
ル
、
前
年
度
比
一
四
・
五
%
程
度
の
増
加
と
な
る
も

の
と
見
込
立
れ
る
。

こ
の
結
果
、
貿
易
収
支
の
黒
字
は
四
0
億
ド
ル
程
度
と
な

り
、
需
収
支
、
基
礎
的
収
支
の
赤
字
は
れ
ぞ
れ
二
十
七
億

ド
ル
、
四
十
九
億
ド
ル
程
度
と
、
前
年
度
に
比
べ
若
千
赤
字

幅
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

③
以
上
の
結
果
、
五
十
一
年
度
の
国
民
総
生
産
は
一
六
八
兆

一
、
 
0
0
0
億
円
前
後
に
な
り
、
名
目
の
成
長
率
は
前
年
度

三
・
0
%
前
後
、
実
質
の
成
長
率
は
五
・
六
%
前
後
と

上な
る
、
の
と
見
込
ま
れ
る
。

ユ二会

5

三
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
経
済
見
通
し
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初
の
一
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販
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士
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;
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一
^
一
＼
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一
二
十
二
名
が
受
験
二
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■
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旦
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冒
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■
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胴
■
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冒
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1
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闇
1
■
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■
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ー
.
■
1
 
■
冒
 
1
 
:
ー
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ー

,
販
売
士
の
最
穫
,
一
級
の
検
定
試
験
が
二
月
二
十
五
日

当
所
四
階
ホ
ー
ル
玉
施
さ
れ
た
。

今
回
の
一
級
販
空
於
は
、
大
規
祭
売
店
の
店
長
・
部

長
や
中
小
小
光
業
の
経
営
老
ク
ラ
ス
を
刈
衆
と
し
九
も
の
で
、

実
施
さ
れ
る
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
。

試
験
内
六
介
も
、
八
課
H
と
な
り
、
従
来
の
O
X
式
に
加
え
て

、
張
式
の
問
題
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
か
な
り
商
度
な
知
繋
要

求
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

受
験
者
は
、
奇
管
内
で
二
十
二
名
と
、
高
の
二
級
・
三

甃
験
に
比
べ
て
や
や
少
な
い
も
の
の
、
.
断
統
年
数
七
年
の

中
堅
ど
こ
ろ
の
精
鋭
ぞ
ろ
い
。

火
部
分
は
火
規
模
小
売
篇
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
が

な
か
に
二
・
三
の
一
般
サ
ラ
リ
ー
イ
ソ
中
小
傘
の
経
箸
も

含
ま
れ
る
な
ど
、
岡
試
験
に
つ
い
て
感
心
の
深
い
こ
と
を
物
語

つ
て
い
た
。

な
お
、
誤
映
結
果
は
、
後
日
面
接
を
受
け
た
う
え
、
約
ニ
カ

打
後
に
合
絡
者
瑜
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
一
=
一
=
ー
;
ー
ニ
ニ
ニ
=
二
一
一

ユ二会

1
難
問
に
と
り
く
む
受
験
者
1

ー
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士
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一
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三
'
一
一
二
三
一
一
一
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.
三
、
、
一
二
一
=
一
一
,
.
一
一
、
、
一
二
出
一
一
一
一
一
;
一
一
,
.
一
三
一
一
:
÷
ニ
"
二
三
一
:
ニ

今
年
の
酒
は
や
や
辛
口

、

ず

1ーひ謬
》
^
ー
ー
＼
〆

【
二
美
二
゛
U
弐
1
 
.
ミ
、
、

ゞ
、
气
1
Y
A
皇
父
ミ
、
A
/
1
J
、

多
'

第
一
回
清
酒
審
査
会

、

,
今
年
の
新
酒
は
や
や
辛
口
で
サ
ッ
パ
リ
し
た
味
"

新
酒
の
出
来
ぱ
え
を
墾
る
今
年
初
め
て
の
論
審
査
会
が
大

路
税
局
鑑
否
室
で
開
か
れ
た
。

出
品
さ
れ
た
の
は
淋
・
伏
見
を
は
じ
め
、
近
畿
二
府
四
県
の

酒
ど
こ
ろ
六
百
二
十
七
社
の
讐
場
か
ら
特
級
二
百
十
三
点
、

一
級
二
千
五
百
六
十
X
。
審
査
に
当
ウ
て
は
、
国
税
局
の
鑑

、

f

,

~
:X

二
舳

A
、

途
◆

式ン

一

1
§
J
轟
^
j
"
ー

一
疋
官
や
学
識
経
験
者
な
ど
十
八
人
が
、
卵
の
萸
身
や
こ
ぶ
茶
な

ど
で
舌
の
嫉
見
を
整
え
な
か
ら
一
点
ず
つ
浜
書
審
冶
。

こ
の
讐
の
"
梨
綻
九
四
・
四
%
、
一
級
九
五
・
五
%

が
介
格
と
な
っ
た
。

^
^
田
^
^
の
^
^
よ
る
と
「
b
^
^
片
一
^
し
て
^
^
^
^
一
^

と
は
'
え
な
か
っ
た
が
、
饗
裳
術
の
進
歩
や
設
備
の
改
善
な

ど
に
ょ
り
悪
条
件
を
乗
り
例
り
、
現
在
で
は
優
良
な
清
酒
が
讓

出
さ
れ
て
い
る
。
酒
質
は
、
従
来
よ
り
や
や
甘
さ
を
押
え
、
軽

快
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

淵
酒
愛
好
家
に
と
っ
て
は
、
ホ
ソ
ト
な
う
れ
し
い
話
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

ゞ

封

ー
,
.
ニ
ニ
三
冨
盟
一
:
.
ー

.

冨
.
冨
冨
一
冒
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:
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ー
.
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三
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f
、

ネ
パ
ー
ル
を
訪
ね
て
◆

リ
一
戸 窒

四
十
九
年
十
月
廿
一
Π
奈
R
を
鹿
島
立
ち
し
た
私
は
メ
ソ
コ

翌
日
廿
二
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
江
て
ネ
パ
ー
ル
ヘ
レ

ヨ
0

ツ
ク
で

ノ

入
国
し
た
の
は
昼
頃
だ
っ
た
。

<
土
く
の
快
時
無
ま
れ
て
雲
一
つ
な
く
塔
乗
機
の
右
側
に
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
山
々
が
見
え
轟
の
感
動
と
云
っ
た
ら
一
盲
葉
で
曾

い
つ
く
せ
な
い
。

重
畳
九
る
雪
を
被
っ
九
山
々
。
ゴ
ー
ラ
ギ
リ
雌
一
カ
ル
ー

雌
チ
ャ
ム
ラ
ン
峰
口
ー
ツ
エ
籬
。
私
共
の
知
っ
て
い
る
山

々
、
^
^
/
、
Π
^
^
削
^
門
^
、
^
る
。
'
^
^
月
^
^
、
^
^
^
^
^
ら
^
^

ト
^
^
タ
品
の
^
^
、
^
^
く
。
ブ
と
の
^
口
間
に
^
'
^
、
^
ぽ
つ
ん
く

゛

と
見
え
空
か
ら
見
た
限
り
で
は
誠
に
の
ど
か
な
風
景
で
あ
る
。

私
は
山
と
田
園
の
暖
か
い
出
迎
え
の
内
に
カ
ト
マ
ソ
ズ
迄
や

勺
て
来
た
の
だ
。

カ
ト
マ
ン
ズ
の
町

カ
ト
マ
ソ
ズ
は
標
高
千
四
百
米
の
高
さ
に
あ
る
盆
地
に
在
0

て
ネ
.
ハ
ー
ル
の
中
心
都
市
で
あ
り
首
都
で
も
あ
る
。

X
皆
様
御
存
知
の
墜
ヒ
Y
ラ
ヤ
征
服
の
W
で
も
あ
る
。

一
見
ど
こ
か
の
国
の
昔
の
首
都
に
そ
の
立
地
的
条
条
非
常

に
似
て
い
る
の
に
驚
く
。

先
づ
ニ
ラ
ヤ
か
ら
印
度
迄
の
小
闇
の
山
の
盆
地
に
位
し
後

ろ
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
控
え
、
ガ
ソ
ヂ
ス
川
の
点
が
沈
、
周

囲
は
の
ど
か
な
出
園
と
来
て
い
る
。

そ
し
て
船
寺
が
製
に
在
り
、
天
空
に
金
色
熊
と
都
や
き

ロ
ダ
の
塔
か
そ
び
え
て
い
る
。
山
と
金
色
の
搭
、
そ
し
再

0
、ノい

空
、
広
ん
し
た
平
野
、
之
が
完
全
に
一
致
し
た
見
*
な
町
で

あ
る
。只

奈
良
と
比
べ
る
と
近
代
文
明
が
色
心
稔
を
取
り
変
え
て

い
る
だ
け
で
全
く
都
市
構
成
と
い
X
立
地
的
条
件
と
い
X
類
似

し
て
い
る
の
に
改
め
て
驚
く
。

人
々
は
街
に
氾
濫
し
失
業
者
か
相
当
居
る
。
膿
業
立
国
の
故

為
か
、
外
に
仕
事
な
く
軒
下
に
は
五
、
六
人
、
は
て
は
十
人
と

群
が
っ
て
溜
っ
て
い
る
の
ば
こ
の
国
な
ら
で
は
で
あ
る
。

矢
張
り
二
十
年
は
引
在
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

徳
村
楢
良

門

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々

一
Π
目
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を
見
た
り
衡
動
に
か
ら
れ
ロ
イ
十

ル
ネ
パ
ー
ル
航
空
の
機
上
の
人
と
な
る
。

谷
立
っ
た
飛
行
機
は
'
座
七
0
0
0
米
を
と
り
各
山

力
を
霧
L
て
呉
れ
る
。
そ
四
仏
大
な
で
か
い
眺
め
は
言
韮

は
盲
V
つ
く
せ
な
い
。
 
H
の
下
に
は
グ
リ
ー
ソ
の
ク
レ
.
ハ
ス
が

あ
り
鴛
し
ミ
肌
に
く
い
込
み
響
被
っ
九
俊
厳
な
山
の
姿

は
ル
に
祥
向
で
あ
る
。
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
か
と
ん
で
V
る
か

と
ん
で
な
い
か
鉛
覚
を
起
す
位
重
、
々
と
そ
の
景
色
鴛
き
重
な

る
の
で
あ
る
。
特
に
工
ベ
レ
ス
ト
は
、
楕
別
で
あ
る
。
端
然
と

し
て
そ
び
え
て
い
る
姿
は
真
に
山
の
王
者
凪
禄
允
分
で
あ
る
。

極
楽
世
界
に
遊
ぶ

一
一
,
U
目
マ
ナ
ス
ル
、
ア
ソ
ナ
プ
ル
ナ
の
御
来
迎
を
見
-
1
剛

一
而
起
き
で
登
る
、
高
地
は
二
千
米
。
肌
寒
V
0

朝
日
に
内
ん
で
山
た
が
浮
ん
で
来
る
景
色
は
此
の
世
の
も
の

で
は
な
く
、
極
笹
界
振
点
じ
か
す
る
。
い
み
じ
く
、
自

分
は
西
遊
記
の
小
の
三
蔵
怯
師
に
な
り
変
っ
た
気
が
し
て
面
由

0

い余
り
゛
も
山
の
話
し
ば
力
り
に
な
り
主
L
六
か
誠
に
ネ
、
ハ

ル

と
云
え
ば
山
と
云
b
れ
る
よ
う
に
山
の
後
に
山
な
し
で
あ
る
。

、

ユ二

ト

゛

"

,

孝
一
ぞ
:

、

一

J

一

三
一
●
~゙

ノ

、

一

春

7

1

゛

【
係
よ
り
〕

当
ニ
ユ
ー
ス
紙
上
に
お
い
て
、
一
畍
年
ネ
.
ハ
ー
ル
に
旅

h
さ
れ
九
徳
村
商
店
の
徳
村
楢
良
氏
の
紀
村
文
を
二
回
に

力
け
て
掲
城
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
号
で
は
カ
ト
マ
ソ
ズ
の
町
の
様
子
を
お
届
け
す
る
予

{
止
で
t
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
ノ

一

一

¥
゛
゛

一
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、

一
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卸
団
地
建
設
推
進
協
讓
会
事
務
局
を
設
置

事
務
局
長
に
石
牟
礼
毅
氏

奈
怠
合
卸
商
詣
地
綏
推
進
協
議
会
(
会
長
・
小
会

治
U
鵠
中
谷
玉
水
堂
社
長
)
の
珍
局
が
三
月
一
日
よ
り
当
所

二
階
に
設
磁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

"
奈
良
に
も
卸
団
地
を
"
の
声
が
出
て
来
て
今
年
で
一
年
。

そ
の
問
、
数
回
に
及
ぶ
可
究
会
や
先
進
卸
団
地
の
視
察
を
実

施
。
昨
年
七
打
に
は
同
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
莅
極
的
に
活
動

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
瑪
觴
局
の
設
置
は
、
卸
団
地
建
設
の
推
抄
に
と
も
な

う
小
務
量
の
増
大
と
従
来
よ
り
こ
れ
に
か
か
る
事
務
を
当
所
職

員
姦
務
し
て
い
九
こ
と
に
刈
し
て
、
よ
り
実
現
性
を
も
九
せ

た
活
動
を
推
し
進
め
る
た
め
鞭
磴
さ
れ
た
も
の
。

な
お
小
務
局
長
に
は
,
一
兀
奈
良
県
商
工
会
述
合
会
の
小
務
局

長
等
を
歴
任
さ
れ
た
石
牟
禮
毅
氏
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
0

て
い
る

ス

0
0
0
0
0

ユ

ニ
セ
税
理
士
に
こ
注
意

釜
に
迫
っ
九
確
定
申
告
。
そ
の
作
業
に
大
力
ら
わ
の
方
も

多
く
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
作
条
や
や
こ
し
く
乎
閻
が
か
か
る
た
め

税
の
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
に
依
頼
し
て
ぃ
る
方
、
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
税
理
士
法
と
い
う
法
律
に
ょ
り
資
格
や
要
件
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
北
、
納
税
者
の
信
用
を
守
り
、
納
税
道

義
高
め
る
と
い
う
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
か
ら
安
心
し
て
任

せ
て
お
け
ぱ
大
丈
夫
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
1
な
け
れ
ば
な
ら
な
y
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
と
い
う
の
ば
、
こ
の
時
期
に
は
、
税
務
書
類
の
作
成
な

ど
を
依
頼
す
る
人
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士
や
税
理

土
事
務
所
の
事
務
員
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
た
,
ニ
セ
税
理

士
が
出
没
す
る
か
ら
で
す
。
こ
の
ニ
セ
税
理
士
に
ひ
っ
か
か
っ

て
ば
く
大
な
賀
用
を
請
求
さ
れ
た
り
、
"
弱
み
を
つ
か
ま
れ
て

脅
さ
れ
光
り
"
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

も
も
ろ
ん
、
ニ
セ
税
理
士
は
法
律
に
述
反
す
る
た
め
国
税
庁

国
税
局
'
税
務
署
で
は
、
厳
し
く
取
締
り
を
行
0
て
い
ま
す
。

で
も
、
何
よ
り
、
ま
ず
私
た
ち
自
身
が
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
し
ょ
う
。

本
物
の
税
理
士
は
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
税
理
士
証
琴
持

つ
て
ヤ
ま
す
し
、
胸
に
税
理
士
の
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
物
の
税
理
士
か
ど
ぅ
か
は
、
税
膓
署
や
税
理
士
会
で

殿
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
ニ
セ
税
理
士
に
か
か
っ
て
損
を
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
^
音
一
し
主
し
ょ
う

二会

1
 
風
 
1

写
.
ー 尋

専
門
相
談
員
に
ょ
る

相
談
室
開
設
ノ
.

当
所
で
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
左
記

日
程
に
ょ
り
専
門
相
談
室
を
開
設
し
て
お
り
主
す
。

船
気
軽
に
ビ
利
用
下
さ
い
。
尚
こ
の
相
談
室
を
ど
利

用
さ
れ
る
力
は
事
前
(
前
日
で
も
可
)
に
当
所
宛
ご

連
絡
下
さ
い
。

月
曜
日
法
律
相
談
石
:
g
t
三
・
・
呂

相
談
員
は
当
所
顧
問
弁
護
士
と
相
談
の
上
適
当
な

弁
護
士
を
紹
介
致
し
ま
t
。

水
曜
日
経
理
・
税
務
相
談
一
三
、
・
8
t
一
五
・
・
呂

稔
会
計
士
・
税
理
士

中
島
良
次
氏

木
曜
日
特
許
相
談
亘
:
呂
1
豆
・
・
呂

弁
理
士蔦

田
璋
子
氏

金
曜
日
金
融
相
談
石
:
g
t
一
六
・
・
呂

当
所
経
営
指
遵
員

f

8

ξ

第90号 (第三種郵便物認可)

新入社員研修講座
新卒者の人社時期を迎えるにあたり、当所では新入社員をヌす

象にした研修講座を下'Mによりリ剛崔することに致しました。
多数ご参加下さるようぉ願い致します。

iiι

<男子の部>
D日時
D講師
<女子の部>
ぐ日時
D講師

4打 7 Π・ 8 Π午市ル0時~午後4時30分
経惜教育コソサルタント森木正樹氏

奈良

4115日 6日打柄枇01辻~午後4ぱf30分
女子社員イソストラクトレス西田恭イ氏

堀場宏子氏ノノ

議所

0^ーーーー

,"U鵠一
辻

゛..^^.;』よ=..".ー'

^^ー^「^ーーー^^^^0

昭和51年3月10日(毎月1回10日発行)
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86
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1

1

0

10

48

91
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雑

2561

762

艮打

9661

ユ

小
永

被

11

炎光

二

(

-
0

21

込

1

打ニ.U

9

,
U

＼
四

会

.
▲
一

小
林
副
会
頭
、
小
谷
専
務
器
、
於
誘
)

2
B
 
▽
副
会
頭
会
議
開
催
(
上
與
安
藤
、
小
林
各
副

会
頭
他
四
名
、
於
当
所
)
▽
友
好
倶
楽
部
準
備
委

員
会
開
催
(
出
席
西
田
委
員
長
他
八
名
、
於
当
所
)

3
日
▽
観
光
部
会
議
員
会
(
出
席
大
東
氏
他
六
名
、
於

当
所
)

6
日
▽
通
産
局
指
遵
官
と
蚊
帳
組
合
員
と
の
懇
談
会
実

施
(
於
当
所
)
▽
当
所
婦
人
会
役
員
会
開
催
(
出

席
十
四
名
、
於
当
所
)

7
日
ワ
議
員
懇
談
会
開
催
(
ゲ
ス
ト
通
産
省
政
務
次
官

巻
忠
行
氏
、
出
席
四
十
名
、
繋
良
ホ
テ
ル
別

館
)
▽
あ
こ
や
楽
器
店
社
長
就
任
披
露
式
に
出
席

(
小
谷
専
務
理
事
、
於
当
所
)

8
H
 
▽
第
部
回
珠
算
能
力
検
定
試
験
実
施
念
又
験
者
数

三
七
七
名
う
ち
合
格
者
一
三
五
名
、
繋
良
県
立

短
期
大
学
)

9
e
 
V
副
会
頭
会
議
鼎
(
於
当
所
)
▽
税
務
謀
連

絡
協
議
会
淫
晏
員
会
に
得
(
仲
耕
導
員
、

笈
協
会
館
)

W
日
▽
心
身
障
害
者
玲
織
協
会
県
会
に
出
席
(

中
田
誘
局
長
、
於
血
液
セ
ソ
タ
ー
)

玲
"
▽
副
会
頭
会
議
開
催
(
於
当
所
)

Ⅱ
H
 
▽
金
融
審
査
会
器
(
推
薦
決
定
件
数
十
七
什
、

一
、
四
二
0
万
円
、
於
当
所
)

玲
Π
▽
日
商
二
打
委
員
会
及
近
畿
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
鬻

理
事
懇
談
会
に
出
席
(
小
谷
専
務
理
事
、
於
東
京

商
工
会
誘
)

-
J
゛
一
.
Ⅱ

斉

残

会
議
所
B
茜

打

ノ

一
"
"

弁

1

(
一
月
1
二
月
)

1
打
幻
日
▽
金
融
審
査
会
・
器
(
推
脳
泱
定
件
数
八
件
・
一

千
四
十
万
門
於
当
所
)
ワ
卸
団
地
協
議
会
開
催

(
出
席
中
谷
会
長
他
三
十
名
、
釜
竃
寮
)

器
Π
マ
観
光
士
器
速
盟
絵
会
開
催
(
松
岡
会
長
他
八

名
、
谷
所
)
▽
奈
良
観
光
土
需
器
協
議
会

開
催
(
出
席
松
岡
会
長
他
十
名
、
於
当
所
)
▽
指

導
員
研
修
会
に
参
加
(
仲
野
、
渡
辺
深
水
、
ノ

峡
石
田
各
指
導
貝
、
於
文
化
会
館
)
▽
近
鉄
西

大
寺
シ
"
ツ
。
ヒ
ソ
グ
セ
ン
タ
ー
恊
新
年
会
に
出
席

(
木
戸
次
長
、
於
あ
や
め
館
)

器
日
▽
運
営
委
貝
会
開
催
(
出
席
上
川
安
膝
両
副
会

頭
他
八
名
、
於
当
所
)

部
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催
(
於
誘
)
 
V
友
好
倶
楽
部

備
打
合
せ
会
鞭
(
欝
五
名
、
於
当
所
)

舒
"
▽
観
光
懇
壁
に
鸞
(
西
村
指
導
員
、
於
当
所
)

器
Π
▽
熊
本
市
観
光
恊
会
一
行
来
所
▽
日
中
友
好
の
堤

第
一
回
研
修
会
に
鸞
(
渡
辺
指
遵
員
)

即
"
▽
第
誕
回
全
国
商
工
会
需
霧
祭
担
当
者
会

議
に
出
席
(
深
水
指
導
員
、
於
東
商
)
ワ
昭
和
恥

年
度
全
国
商
雲
僻
女
子
職
貝
研
修
会
に
出
席

(
東
誥
、
於
千
代
田
生
命
研
修
セ
ソ
タ
ー
)

訟
日
▽
佐
賀
商
工
会
議
所
一
行
来
所

2
打
1
日
▽
西
安
友
好
都
市
提
挟
二
周
器
厶
式
L
鸞
(

」
、徹

゛

昇

一
三
Ⅱ

ー
.
、仙

中
比
前
月

対
同

ル
Ⅱ
ヒ

゛
目
士

刈
門

位
一

2

"
木

6
 
5

3
 
9

0
 
0

イ

況

金

勺1

状

合総目
＼
項
＼
別
＼
打

産

数

6971

倒

1

件

9771

ー
ー

"
.

3

第90号 (第三種郵便物認可) 奈良 議所

保

主要経済指標
保

昭和51年3月10日(毎月1回10日発行)

づ)

内)

状

^

回

数

1,9941 8,228,9981

50.12

14,504

26

11,収

奈良県消費者物価指数

(単位千円)

件 ・ 1 ・
ー^一」{

98_3%1
額

112.8%

(二§11■A信剛保証恊会)

(昭和45年=10の

122.2%1
51.4%

295.1%

打

前年同月

(総理府統計局)

(帝国興イ言所)

1 億4,500万門

5 億2,000万円

^J^^十^^ヨ

2,000万円

(上甲、

ース

住居食半



r資

報

割当子工卒理
卒
(

大

向

3

)

老昌酉

無有の

女

情

)繊發、
ロ

*
一
*

一

ユ

.
」

一
「良奈＼

E

模規

)

望

部
甲
学
属

二

卒

市良奈人
上
0
メ

内
通
県

煕虫"

希

一ヰ

一
,

印
以
舗
以

ι

吸

ぐ
.

,

子

の

間
)

時
日
務
休

勤
(

金
)

賃
収
取
月

手
(

、
殴
卒
.
酬

中
算

旧
珠右

会

人

一
内

卞タ内
通
通
内
通

県

県
県

卒

係
よ
り

一
月
役
員
会
で
定
例
会
日
は
毎
刀
第
三
木
燿
日
・
役
員

会
は
第
一
金
曜
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

本

「

卒

τ

無

不

一

奈

f

験

三
一

剛些

有
有

卒

良
良通通

女
小
女
小

係
年

伽
日

5
子

0
畏
0
,

訊
日

有

'
霧

良
良
良

通
通
通六

奈
奈

⑳
日
S
祝

⑳
曜
9
日

ヨ「芥

)

▽
代
表
者
変
更

愉
あ
こ
や
楽
器
店

新
中
塚
満
洲
夫

中
塚
暫

旧

側
太
陽
神
戸
銀
行
西
大
寺
支
店

新
広
田
悦
汰

一
業
和
夫

H

▽
住
所
変
更

33

職
一

不

卯
日
S
祝

0
戸
止

&
日(円

一
一

)

F0007

⑳
日
S
祝 )

f

消
息
・

1

000001

日祝召日

2
男

年

3

号0

▽
名
称
変
更

32

9

販
事

F」

4

4

子

5婦
人
会
だ
よ
り

鍵
田
奈
良
市
長
を
招
い
て

二
月
例
会
開
催

当
儒
人
会
の
二
月
例
会
が
、
十
九
日
午
後
一
時
す
ぎ
ょ
り

将
会
長
ほ
か
三
十
三
名
の
W
に
ょ
り
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
鍵
田
奈
良
襄
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
中
国
・
西
安
市

の
糠
、
一
昨
年
完
成
し
た
中
央
武
道
琴
に
つ
い
て
鷲
を

2

第90号

旧新
飛求
1 1
ププ

化尓
粧良
品販
奈ラゼ
良佛

(第三種郵便物認可)

旧新
和

劣乏秀答づモ
良良商
市市ム
T押西
E熊大
L 町寺
三新

滑i一山
^^

@丁
目

九

r壬1

行

以上生駒市

種年齢経

11t 女〔 Z生ミ

【 9,00~70,000円く目配'.
奈良市

高 卒
有線・無線交換免

奈良

〔

あなたの企業にこの人を.ノ.ノ

求職者

拝
妙
し
九

議所

下記の求職者が奈良公共職業安定所に市込まれており立すので、雇用を希望される小業所は職業安定所紹
介係までお闇わせ下さい。

0

喫茶調理
見習

機械設計

昭和51年3月10日(毎月1回10日発行)

特殊モーター設
計 10年

活庁二隻1兇i
母型彫刻工

35

金属、機械
品質管理

37
フォークリフト
整備 7年
ボイラー設計'4年

11 経理翫務員

関
15

如

140,000円

カナタイピ
スト

活字鋳造母型彫刻}10年文選

33
品質管理3年5力見
コソピニータ管理

4年

150,000円

8.30~17.00
(日曜)

^^^

4 電話交換手,27

臨床検査員

120,000円

1 20
27

180,000円

(肌召)

5 電話交換手.26

県内外
通

9.00~17.00
(則曜)

問

4年半

130,000円

8.30~17.00
(日曜)

1 4下

r-T

1

3刃 4日掲賊分

8.30~17 '00
(日曜)

10

ι^

ru]

不問

不"打

学歴

ース

住所

有大



第90号 (第三種郵便物認可)

菓子、食品
冷凍冷菓

奈良

お菓子は徳村

各種奈良県代理

徳村商店

菜子食品部
冷徠冷菓部

議所

良心的な価格・正札販売の店

代表徳村楢良
奈良而火萪蔀1124 番地 TE L 0742-24--2001~4
奈良市川ノ上岡14番地 TE L 0742-22-0122~3

画営業晶目
こ婚礼家具/ご婚礼組夜具/ドレッサー/応接謬
セット/轡斎家具/ペッド/敷物/カーテン/
お台所用家具/事務用家具/ベビー用家具/ル
ームアクセサリー/座敷机/タンス/その他

ユ

送

ス

商'11

観光

昭和51年3月10日(毎月1回10日発行)

Π本膿商側

柳田商店

紹

イソデノア壬'リ壬',ー

1

四大寺店
部山店
比駒店

>ー

^
.

異゛
^̂
^

^

^

@85認

兄芥近

柳田久義 1
岡嶋重治

1 文旦

^

岡嶋運送

争

'

'

介

察良市二条町1丁昌1-0
大和郡山ル丹後ノ庄町
4駒市芥Ⅱ畑n舗0

^

一

^

業

^

^

'
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斗

乏》2532

^

^

冬魯チ,、'̂
ゞに、=,

部会1 社名 1 代

^
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篭町明
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^
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6負硬,←)tl?将興J.?9'ヘへ「

P
一气-11 T
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農薬製造販死

工1-1'

古楽面製作
産物販

1/

f

小.i.晦

1電

Ⅱ

⑳5価7

1

・
'
一
卯
.
刊
四

E
一
訟
一
的

T

⑳'
イ

,
、
-
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-

一

H

P

こまナ

村
剛「3

●
 
1
-1

 
-

」
一又

毛

小
ト

肌
1

一＼ノ
一一

こ

,
小
浜
の
物
産
と
観
光
展

連
日
大
入
り
の
盛
況

(

二

j
-

1

「
お
水
取
り
」
と
「
お
水
込
り
」
の
縁
爲
ぱ
れ
た
奈
良
市

の
姉
妹
都
小
d
浜
市
の
。
物
産
と
観
光
朕
'
が
小
浜
・
奈
・
艮
両

Ⅲ
並
び
に
観
光
協
会
の
主
催
、
小
浜
商
工
会
辧
及
び
当
所
の

後
疑
で
二
打
十
三
凡
十
四
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<現代のプロメテウス>

近電工はあすを具現します
総合設備産業のパイオニア^
<近電工>は新しい時代の屡
開とともに成長をつづけ70年代
のエネル¥ーを先導します。
電気・計装・空調.土木

近纖電条工串株夫合社
取蝿糧会長
取糖役壮長
穿n支店基

商機をつかむノ

ー、 1「
岡本繁一
那"英夫

、艇一トヨタのビジ＼ス'勺J舮"'

奈良

レンタをご利用ください。
トヨ厚レP々リース奈良

(

議所

■お問合せ

郎"脳類0卿囲郵良交通

/

外 国内
牛ケ訂一実用新案・池匠・商繰

出願・密判・鑑定・相談'侵害噺件・訴訟
(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日・木腿fD

ツタタ'

蔦田内外国特許事務

ユ

)

レニ.q・リース

必波なとき゛必波む小が、スグそろいまナ、
鋤」約"代にぴったりの介理的むシステZ、。
貴Hでも是非ご検討ください。
お問い介bせけ・ー・宕0742(26)2223

ス

特
田璋弁理士 ^

田正喫理士
大阪市東区瓦町2丁目9番地
(堺筋本叩'北へ20om東側)ハラダビル8 F

話大阪(06) 227-郭35~5537電

電気はみんなのもの
大切に使いましょう

猛赦のネノト弓ーク

^

奈良営秦所奈良茆杉ケ釘30 丑0742(26)2223

昭和51年3月10日(毎月1回10日発行)

計画・監理●==

0 関西電力(株)奈良支店

献知桝合設き十シr
本社及び
奈良事務所
京都事篇所
大阪事務所

奈良市大宮町1丁目 6番21・号 TE L 奈良(0742)34-1461代
京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館覗京都(075)22】-1632(代)
大阪市淀川区宮原2丁目13-12桝谷ビル侃大阪(06)391-5071代

12

●お1人でものれる

^

奈良定期観光バス
公園名所めぐりほか数コース<毎日発車>
●のりぱ一国鉄・近鉄奈良駅前
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